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(57)【要約】
【課題】  シールド部材の肉厚やシールド部材のインピ
ーダンスの影響によるシールド能力の低下を防止し、不
要輻射ノイズの放射及び不要輻射ノイズの混入を確実に
低減する。
【解決手段】  撮像ケーブル１５の先端側で金属製網状
管１７を露出させてＣＣＤ１４外周部の電気シールド部
材１９に面接触させて電気的に接続すると共に、撮像ケ
ーブル１５の後端側で金属製網状管１７を露出させてＣ
ＣＵコネクタ１１内の第３のシールド部材２０と面接触
させて電気的に接続する。また、挿入部２、操作部３、
ユニバーサルコード４、ライトガイドコネクタ９、及び
カメラケーブル１０の内部で、撮像ケーブル１５の外側
に第２のシールド部材２１を配設し、第２のシールド部
材２１を第３のシールド部材２０に面接触させて電気的
に接続する。更に、第３のシールド部材２０を患者回路
２４の基準電位２５に面接触により電気的に接続するこ
とで、不要輻射ノイズの放射及び混入を確実に低減す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  固体撮像素子を用いた撮像手段と、
前記固体撮像素子で光電変換した電気信号を伝送する信
号伝送手段と、
前記信号伝送手段から伝送された電気信号を処理する信
号処理手段と、
導電性部材で形成され、前記撮像手段と前記信号伝送手
段との少なくとも一部を内挿した第１のシールド部材
と、
導電性部材で形成され、前記第１のシールド部材の少な
くとも一部を覆って前記第１のシールド部材と電気的に
接続される第２のシールド部材と、
前記第１のシールド部材と前記第２のシールド部材との
各々に対して面接触させて電気的に接続されると共に、
前記信号処理手段の基準電位に接続される第３のシール
ド部材と、
を具備することを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】  前記第３のシールド部材は、前記信号処
理手段の基準電位に接続するための中継部材を、前記第
３のシールド部材へ面接触させる方向へ付勢して固定す
る固定手段を具備することを特徴とする請求項１記載の
電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、不要輻射ノイズの
放射及び不要輻射ノイズの混入を低減する電子内視鏡装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に、電子内視鏡においては、ＥＭＣ
対策上、電子内視鏡からの不要幅射ノイズの放射及び電
子内視鏡への不要輻射ノイズの混入を低減する為に、内
蔵される電子部品に対してシールドを施す必要がある。
例えば、中心部に複数の入出力信号線を有し、これらの
信号線を束ねた外周がシールド用の金属製網状管で覆わ
れ、更に、その外周が電気絶縁材料によりなる外皮シー
ルドで被覆された信号ケーブルでは、シールド用の金属
製網状管を信号処理手段の基準電位に接続する等して、
不要輻射ノイズの放射及び混入を低減する。
【０００３】また、本出願人は、特開平７－１８４８５
２号公報において、内視鏡の金属部材を電気的に接続し
て所定の電位に統括することで、電位レベルを安定さ
せ、効果的に不要輻射ノイズを低減する技術を提案して
いる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、内視鏡
においては、患者の体腔内等に挿入される挿入部の外径
を細くしたいという要求がある。この要求を満足するた
めには、シールド部材を内蔵する信号ケーブルもできる
だけ細くすることが望ましいが、信号ケーブルを細くす
ると、シールド用の金属製網状管の径方向のスペースを
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十分に確保することが困難となる。このため、シールド
用の金属製網状管の肉厚が薄くなってシールド能力が十
分に確保できず、電子内視鏡からの不要輻射ノイズの放
射及び電子内視鏡への不要輻射ノイズの混入を低減する
ことが十分にできないという新たな問題が派生する。
【０００５】また、電子内視鏡の内部全長に渡って金属
部材を配設して内蔵される電子部品に対してシールドを
施し、金属部材を信号処理手段の基準電位に接続する場
合においては、通常、内部全長に渡って配設される金属
部材を複数の金属部材を接続することで形成するため、
内部全長に渡って配設される金属部材の最先端部と最後
端部と間のインピーダンスが大きくなり、シールド能力
が低下するという難点がある。すなわち、同様に、電子
内視鏡からの不要輻射ノイズの放射および電子内視鏡へ
の不要輻射ノイズの混入を低減することが十分にできな
いという問題点があった。
【０００６】本発明は上記事情に鑑みてなされたもの
で、シールド部材の肉厚やインピーダンスの影響による
シールド能力の低下を防止し、不要輻射ノイズの放射及
び不要輻射ノイズの混入を確実に低減することのできる
電子内視鏡装置を提供することを目的としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、請求項１記載の発明は、固体撮像素子を用いた撮像
手段と、前記固体撮像素子で光電変換した電気信号を伝
送する信号伝送手段と、前記信号伝送手段から伝送され
た電気信号を処理する信号処理手段と、導電性部材で形
成され、前記撮像手段と前記信号伝送手段との少なくと
も一部を内挿した第１のシールド部材と、導電性部材で
形成され、前記第１のシールド部材の少なくとも一部を
覆って前記第１のシールド部材と電気的に接続される第
２のシールド部材と、前記第１のシールド部材と前記第
２のシールド部材との各々に対して面接触させて電気的
に接続されると共に、前記信号処理手段の基準電位に接
続される第３のシールド部材と、を具備することを特徴
とする。
【０００８】請求項２記載の発明は、請求項１記載の発
明において、前記第３のシールド部材は、前記信号処理
手段の基準電位に接続するための中継部材を、前記第３
のシールド部材へ面接触させる方向へ付勢して固定する
固定手段を具備することを特徴とする。
【０００９】すなわち、請求項１記載の発明は、固体撮
像素子を用いた撮像手段と固体撮像素子で光電変換した
電気信号を伝送する信号伝送手段との少なくとも一部
を、導電性部材の第１のシールド部材に内挿し、更に、
この第１のシールド部材の少なくとも一部を、第１のシ
ールド部材と電気的に接続される導電性部材の第２のシ
ールド部材で覆う。そして、信号伝送手段から伝送され
た電気信号を処理する信号処理手段の基準電位に接続さ
れる第３のシールド部材を、第１のシールド部材と第２
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のシールド部材との各々に対して面接触させて電気的に
接続するので、例えば、電子内視鏡の挿入部の外径を細
くするためにシールド部材の肉厚を薄くした場合やシー
ルド部材を多数の金属部材で形成する等してインピーダ
ンスが部分的に大きくなった場合においても、第１のシ
ールド部材と第２のシールド部材との２重シールドによ
りシールド能力の低下を抑制しつつ不要輻射ノイズを吸
収し、また、各シールド部材の接続部を面接触としてイ
ンピーダンスを小さくすることでシールド部材で吸収さ
れた不要輻射ノイズを確実に消失させる。
【００１０】その際、請求項２記載の発明のように、第
３のシールド部材を信号処理手段の基準電位に接続する
ための中継部材を、第３のシールド部材へ接触させる方
向へ付勢して固定することが望ましく、基準電位への接
続部のインピーダンスをより小さくして第１のシールド
部材及び第２のシールド部材で吸収した不要輻射ノイズ
を確実に消失させる。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１～図５は本発明の実施の第１
形態に係わり、図１は電子内視鏡の外観構造を示す説明
図、図２は電子内視鏡の概略構成を示す断面図、図３は
撮像ケーブルの構造を示す断面図、図４はカメラコント
ロールユニット接続用コネクタの詳細図、図５は図４の
Ａ－Ａ断面図である。
【００１２】図１に示すように、本実施の形態の電子内
視鏡１は、体腔内等に挿入される細長の挿入部２と、こ
の挿入部２の基端側に把持部を兼ねるように連設された
太径の操作部３と、この操作部３からその後方側に延出
された可撓性を有するユニバーサルコード４とを備えて
いる。挿入部２は、先端側より、対物光学系等を備えた
硬性の先端部５と、湾曲可能な湾曲部６と、軟性を有す
る軟性管部７とを備えて構成されている。尚、軟性管部
７の代わりに硬性の硬性管部としても良い。
【００１３】操作部３には、遠隔的に湾曲操作するため
の湾曲レバー８が設けられている。更に、操作部３に
は、照明光を伝送するライトガイドファイバー１２（図
２参照）、及び各種信号を伝送する信号ケーブルを内蔵
した可撓性材質からなるユニバーサルコード４が連設さ
れている。このユニバーサルコード４は、挿入部２に対
して十分長い長さを有しており、終端部に図示しない外
部の光源装置に接続可能なライトガイドコネクタ９が接
続されている。ライトガイドコネクタ９は、その側面よ
りカメラケーブル１０が分岐連設され、カメラケーブル
１０の終端部には制御装置或いは信号処理装置としての
例えばカメラコントロールユニット（以下、ＣＣＵと略
記）に電気的に接続可能なカメラコントロールユニット
接続用コネクタ（以下、ＣＣＵコネクタと略記）１１が
接続される。
【００１４】図２に示すように、電子内視鏡１内に挿通

4
されたライトガイドファイバー１２は、先端側が先端部
５の照明窓に固定されており、その手元側端部のライト
ガイドコネクタ９を光源装置に接続することにより、光
源装置内のランプによる照明光が供給される。光源装置
から供給された照明光は、ライトガイドファイバー１２
により伝送され、先端部５の照明窓から前方に照明光を
出射し、体腔内の患部等の被写体を照明する。
【００１５】また、先端部５における照明窓に隣接して
観察窓が設けられ、この観察窓に対物レンズ１３が取り
付けられている。対物レンズ１３の結像位置には、固体
撮像素子としてのＣＣＤ１４が配置されて撮像手段を構
成しており、結像された光学像を光電変換する。このＣ
ＣＤ１４には、撮像ケーブル１５が接続され、挿入部
２、操作部３、ユニバーサルコード４を経てＣＣＵコネ
クタ１１に至る。
【００１６】撮像ケーブル１５は、図３に示すように、
ＣＣＤ１４で光電変換した電気信号を伝送する信号伝送
手段を形成する複数の入出力信号線１６を中心部に有し
ており、これらの入出力信号線１６が束ねられ、その外
周に配置した第１のシールド部材としての金属製網状管
１７で覆われてシールドされている。更に、この金属製
網状管１７は、その外周に配置した電気絶縁材料からな
る外皮チューブ１８で被覆されている。尚、第１のシー
ルド部材は、金属製網状管１７に限らず、金属泊テープ
を螺旋状に巻き付けたもので形成しても良い。
【００１７】図２に示すように、撮像ケーブル１５の外
皮チューブ１８は、先端側及び後端側が共に剥がされて
金属製網状管１７が露出されており、先端側で露出する
金属製網状管１７がＣＣＤ１４の外周部をシールドする
筒状の電気シールド部材１９に接続される一方、後端側
で露出する金属製網状管１７がＣＣＵコネクタ１１内に
設けられる導電性部材からなる第３のシールド部材２０
と電気的に接続されている。第３のシールド部材２０の
先端側は、挿入部２、操作部３、ユニバーサルコード
４、ライトガイドコネクタ９、及びカメラケーブル１０
の内部で、撮像ケーブル１５の外側に配設された導電性
部材からなる第２のシールド部材２１と電気的に接続さ
れている。
【００１８】第２のシールド部材２１は、例えば、金属
製網状管、湾曲駒、螺旋状金属管、内部構造体としての
フレームなどの、複数の導電性部材を電気的、機械的に
接続されることによって形成されるものであり、この第
２のシールド部材２１と、第１のシールド部材としての
金属製網状管１７の先端に電気的に接続された電気シー
ルド部材１９とが電気的に接続される。第３のシールド
部材２０及び第２のシールド部材２１の外側には、絶縁
性部材からなる内視鏡外装部材２２が設けられている。
【００１９】一方、ＣＣＵコネクタ１１が接続されるＣ
ＣＵ２３の内部には、ＣＣＤ１４から入出力信号線１６
を介して伝送された信号を処理する信号処理手段として
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の患者回路２４が設けられており、この患者回路２４の
電気的に安定した基準電位（例えば、接地電位）２５
に、第３のシールド部材２０が電気的に接続されてい
る。第３のシールド部材２０の内部には、各種電子部品
を有する基板２６が設けられ、この基板２６に撮像ケー
ブル１５の入出力信号線１６が配線される。
【００２０】尚、金属製網状管１７と第３のシールド部
材２０との接続、第３のシールド部材２０と第２のシー
ルド部材２１との接続、第３のシールド部材２０と患者
回路２４の基準電位２５との接続、電気シールド部材１
９と第２のシールド部材２１との接続は、接続される部
材同士の接触面積が大きく、且つ、接触力量が大きいよ
うに各部材の面同士にて接続される。
【００２１】ここで、各シールド部材の接続方法の具体
的な一例を、図４，図５を用いて説明する。ＣＣＵコネ
クタ１１の先端側（図４における左側）に接続されるカ
メラケーブル１０は、螺旋状金属管２７の外側に設けら
れる金属製網状管２８と、金属製網状管２８の外側に設
けられる絶縁性部材からなる外皮２９とを備えている。
ここで、螺旋状金属管２７及び金属製網状管２８は、不
要輻射ノイズを吸収する前述の第２のシールド部材２１
に相当し、外皮２９は、前述の内視鏡外装部材２２に相
当するものである。
【００２２】また、螺旋状金属管２７及び金属製網状管
２８の端部は、第３のシールド部材２０の一例としての
金属部材からなる中空円筒形状の口金３０に嵌合されて
挟持されている。こうすることにより、第２のシールド
部材としての螺旋状金属管２７及び金属製網状管２８
と、これを挟持する第３のシールド部材としての口金３
０とが、互いの外面と内面との面同士の接続になり、接
触面積を大きくとることができる。
【００２３】尚、このような接合方法は、他の部位でも
同様に実現されるものであり、例えば、図４，図５にお
いては図示しないが、第１のシールド部材としての金属
製網状管１７も、同様の形状の口金を用いることによ
り、外面と内面との面同士の接続として接触面積を大き
くとることができる。更に、シールド部材の接続方法
は、これに限るものではなく、互いの面同士にて接続さ
れていれば良い。
【００２４】口金３０は、中空円筒形状の後端部の一部
が切り欠かれ、平面状の口金平面部３１が形成されてい
る。この口金平面部３１には、基板３２がビス３４で固
定され、この基板３２のグランドパターン３３と口金平
面部３１とが当接して電気的に強固に接続される。基板
３２は、図示しないＣＣＵの患者回路に接続され、ま
た、基板３２のグランドパターン３３は、患者回路の基
準電位に接続される。
【００２５】すなわち、基板３２は、第３のシールド部
材としての口金３０を患者回路の基準電位に接続するた
めの中継部材として機能し、固定手段としてのビス３４
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により、基板３２が口金平面部３１に面接触する方向へ
付勢されて固定されることで、第３のシールド部材とし
ての口金３０の口金平面部３１と基板３２のグランドパ
ターン３３とが強固に密着される。
【００２６】口金３０及び基板３２は、ＣＣＵコネクタ
１１内に収納され、ＣＣＵコネクタ１１の内周面には、
導電性部材からなるシールドケース３５が配設されてい
る。シールドケース３５と口金３０とは互いに当接し、
電気的に接続されている。シールドケース３５の外側に
は、シールドケース３５を被うようにして絶縁性部材か
らなる外装部材３６が配設されている。
【００２７】以上の構成による電子内視鏡１において
は、撮像ケーブル１５の入出力信号線１６から放射され
る不要輻射ノイズや入出力信号線１６に混入する可能性
のある不要輻射ノイズは、入出力信号線１６を覆う第１
のシールド部材としての金属製網状管１７によって吸収
され、更に、撮像ケーブル１５の外側には設けられた第
２のシールド部材２１により、より確実に吸収されると
いう作用がある。
【００２８】第１のシールド部材としての金属製網状管
１７及び第２のシールド部材２１で吸収された不要輻射
ノイズは、金属製網状管１７及び第２のシールド部材２
１と電気的に接続され、且つ患者回路２４の基準電位２
５に接続される第３のシールド部材２０により、確実に
基準電位２５に消失する。また、第３のシールド部材２
０で吸収された不要輻射ノイズも確実に基準電位２５に
消失する。
【００２９】この場合、金属製網状管１７及び第２のシ
ールド部材２１は全長が長いため、各々に吸収した不要
輻射ノイズ同士が悪影響を与える虞があるが、各々の先
端部が電気シールド部材１９を介して電気的に接続され
ると共に、各々の後端部が第３のシールド部材２０を介
して電気的に接続されているので、金属製網状管１７と
第２のシールド部材２１とは確実に等電位にされ、吸収
した不要輻射ノイズ同士が悪影響を与えることはない。
【００３０】また、第３のシールド部材２０と第２のシ
ールド部材２１との接続、第２のシールド部材２１と患
者回路２４の基準電位２５との接続、電気シールド部材
１９と第２のシールド部材２１との接続は、接続される
部材同士の接触面積が大きく、且つ接触力量が大きいよ
うに接続されているので、各々の接続部のインピーダン
スが小さく、吸収した不要輻射ノイズは確実に基準電位
２５に消失される。
【００３１】尚、各シールド部材の接続方法の具体的な
一例として図４，図５に示した、第２のシールド部材と
しての螺旋状金属管２７及び金属製網状管２８、第３の
シールド部材としての口金３０、シールドケース３５等
に吸収された不要輻射ノイズは、各シールド部材が基板
３２のグランドパターン３３を介してＣＣＵの患者回路
の基準電位に接続されているため、確実に不要輻射ノイ
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ズが消失する。
【００３２】この場合においても、口金３０の口金平面
部３１と基板３２のグランドパターン３３との接触面積
が大きく、且つビス３４により強固に密着されているの
で、口金平面部３１とグランドパターン３３との接続部
のインピーダンスが非常に小さく、各シールド部材に吸
収された不要輻射ノイズを確実に基準電位に消失させる
という作用がある。
【００３３】このように、本実施の形態の電子内視鏡１
では、不要輻射ノイズの放射、及び不要輻射ノイズの混
入を低減することができる。また、金属製網状管１７と
第２のシールド部材２１で２重にシールドしているの
で、金属製網状管１７の肉厚を小さくして金属製網状管
１７のシールド能力が低下しても、確実に不要輻射ノイ
ズの放射及び不要輻射ノイズの混入を低減することがで
き、これにより、電子内視鏡１の挿入部２の外径を細く
することが可能となる。
【００３４】また、第２のシールド部材２１を多数の金
属部材で形成することで第２のシールド部材２１のイン
ピーダンスが大きくなり、シールド能力が低下しても、
金属製網状管１７と第２のシールド部材２１とで２重に
シールドしているので、確実に不要輻射ノイズの放射及
び不要輻射ノイズの混入を低減することができる。この
為、電子内視鏡の設計許容範囲が広がり、より自由度の
高い製品設計が可能となる。更には、各シールド部材の
接続部のインピーダンスが非常に小さいので、より確実
にシールド部材で吸収された不要輻射ノイズが消失し、
不要輻射ノイズの放射及び不要輻射ノイズの混入を低減
することができる。
【００３５】次に、本発明の実施の第２形態について説
明する。図６は本発明の実施の第２形態に係わる電子内
視鏡の概略構成を示す断面図である。
【００３６】第２形態は、多数の金属製部材を電気的、
機械的に接続して形成されるシールド部材を用いること
により、部分的にインピーダンスが大きくなることに対
処するものであり、第２形態の電子内視鏡３７は、第１
形態の電子内視鏡１に対し、以下の構成が異なる。
【００３７】すなわち、図６に示すように、第２形態の
電子内視鏡３７は、その挿入部３８、操作部３９、ユニ
バーサルコード４０、ライトガイドコネクタ４１、カメ
ラケーブル４３の内部に、導電性部材からなる第１のシ
ールド部材４２を設けている。第１のシールド部材４２
は、例えば、金属製網状管、湾曲駒、螺旋状金属管、内
部構造体としてのフレーム等の、複数の導電性部材を電
気的、機械的に接続することによって形成される。第１
のシールド部材４２の後端側は、例えば金属製網状管で
形成されてカメラケーブル４３内に収納され、最後端が
ＣＣＵコネクタ４４内に設けられる導電性部材からなる
第３のシールド部材４５に電気的に接続される。第３の
シールド部材４５は、図示しない患者回路の基準電位に
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接続されている。
【００３８】カメラケーブル４３の内周面には、導電性
部材からなる第２のシールド部材４６が第１のシールド
部材４２を覆うように配設されている。第２のシールド
部材４６は、例えば、金属製網状管、螺旋状金属管、金
属製円筒部材等からなり、多数の金属製部材を電気的、
機械的に接続することにより形成される。
【００３９】第２のシールド部材４６の先端部は、第１
のシールド部材４２に電気的に接続され、また、第２の
シールド部材４６の後端部は、第３のシールド部材４５
に電気的に接続される。この場合、第１のシールド部材
４２と第３のシールド部材４５との接続、第３のシール
ド部材４５と第２のシールド部材４６との接続、第３の
シールド部材４５と患者回路の基準電位との接続は、接
続される部材同士の接触面積が大きく、且つ接触力量が
大きいように接続される。更に、第１のシールド部材４
２、第３のシールド部材４５、第２のシールド部材４６
の外側には、絶縁性部材からなる内視鏡外装部材４７が
設けられている。
【００４０】以上の構成による電子内視鏡３７において
は、撮像ケーブル１５の信号線から放射される不要輻射
ノイズ、或いは、信号線に混入する可能性のある不要輻
射ノイズは、信号線を覆う第１のシールド部材４２に吸
収される。また、カメラケーブル４３の部位では、第１
のシールド部材４２と、この第１のシールド部材４２を
覆う第２のシールド部材４６とで不要輻射ノイズが吸収
され、更に、患者回路への接続部では、ＣＣＵコネクタ
４４内の第３のシールド部材４５で不要輻射ノイズが吸
収される。
【００４１】第１のシールド部材４２及び第２のシール
ド部材４６で吸収された不要輻射ノイズ、第１のシール
ド部材４２及び第２のシールド部材４６と電気的に接続
される第３のシールド部材４５で吸収された不要輻射ノ
イズは、第３のシールド部材４５を介して患者回路の基
準電位に確実に消失される。また、第１のシールド部材
４２と第３のシールド部材４５との接続、第２のシール
ド部材４６と第３のシールド部材４５との接続、第３の
シールド部材４５と患者回路の基準電位との接続は、接
続される部材同士の接触面積が大きく、且つ、接触力量
が大きいように接続されているので、各々の接続部のイ
ンピーダンスが小さく、吸収した不要輻射ノイズが確実
に基準電位に消失される。
【００４２】この場合、第２のシールド部材４６は、多
数の金属製部材が電気的、機械的に接続されているので
インピーダンスが比較的大きい。この為、第２のシール
ド部材４６で吸収された不要輻射ノイズが第３のシール
ド部材４５へ伝送されにくいという虞があるが、第２の
シールド部材４６の内側に、例えば金属製網状管で形成
されてカメラケーブル４３内を通る比較的インピーダン
スの小さい第１のシールド部材４２が配設され、しか
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も、この第１のシールド部材４２に第２のシールド部材
４６の先端側が電気的に接続され、第１のシールド部材
４２の後端側が第３のシールド部材４５に電気的に接続
されているので、第１，第２のシールド部材４２，４６
で吸収された不要輻射ノイズが第３のシールド部材４５
へ確実に伝送されて吸収される。
【００４３】このように、第２形態の電子内視鏡３７で
は、第１実施形態と同様の効果に加え、多数の金属製部
材が電気的、機械的に接続されて形成されるシールド部
材を用いることで部分的にインピーダンスが比較的大き
くなっても、確実に不要輻射ノイズの放射及び不要輻射
ノイズの混入を低減することができる。
【００４４】[付記]
（付記項１）固体撮像素子を用いた撮像手段と、前記固
体撮像素子で光電変換した電気信号を伝送する信号伝送
手段と、前記固体撮像素子で光電変換された電気信号を
映像信号に処理する信号処理手段と、導電部材で形成さ
れ、前記撮像手段と前記信号伝送手段の少なくとも一部
を内挿した第１のシールド部材と、導電部材で形成さ
れ、前記第１のシールド部材を前記信号処理手段の基準
電位に接続する第２のシールド部材と、前記第１のシー
ルド部材と前記第２のシールド部材との各々に電気的に
接続された第３のシールド部材と、を具備することを特
徴とする電子内視鏡装置。
【００４５】（付記項２）付記項１において、前記第１
のシールド部材の少なくとも一部が、前記第３のシール
ド部材に内挿されることを特徴とする電子内視鏡装置。
【００４６】（付記項３）固体撮像素子を用いた撮像手
段と、前記固体撮像素子で光電変換した電気信号を伝送
する信号伝送手段と、前記固体撮像素子で光電変換され
た電気信号を映像信号に処理する信号処理手段と、導電
部材で形成され、前記撮像手段と前記信号伝送手段の少
なくとも一部を内挿した第１のシールド部材と、導電部
材で形成され、前記第１のシールド部材を前記信号処理
手段の基準電位に接続する第２のシールド部材と、前記
第１のシールド部材を内挿し、前記第２のシールド部材
と電気的に接続された第３のシールド部材と、を具備す
る電子内視鏡装置において、前記第１のシールド部材の
先端部が前記第３のシールド部材に電気的に接続される*
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*ことを特徴とする電子内視鏡装置。
【００４７】（付記項４）前記第３のシールド部材の先
端部が前記第１のシールド部材に電気的に接続されるこ
とを特徴とする付記項２の電子内視鏡装置。
【００４８】（付記項５）前記第１のシールド部材は金
属製の網管であることを特徴とする付記項１～４の何れ
か一に記載の電子内視鏡装置。
【００４９】（付記項６）前記第１，第２，第３のシー
ルド部材の少なくとも一部は、電気絶縁材料によって外
装されることを特徴とする付記項１～５の何れか一に記
載の電子内視鏡装置。
【００５０】（付記項７）前記第３のシールド部材は電
子内視鏡の金属製構造部材であることを特徴とする付記
項６の電子内視鏡装置。
【００５１】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、電
子内視鏡装置におけるシールド部材の肉厚やシールド部
材のインピーダンスの影響によるシールド能力の低下を
防止し、不要輻射ノイズの放射及び不要輻射ノイズの混
入を確実に低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の第１形態に係わり、電子内視鏡
の外観構造を示す説明図
【図２】同上、電子内視鏡の概略構成を示す断面図
【図３】同上、撮像ケーブルの構造を示す断面図
【図４】同上、カメラコントロールユニット接続用コネ
クタの詳細図
【図５】同上、図４のＡ－Ａ断面図
【図６】本発明の実施の第２形態に係わる電子内視鏡の
概略構成を示す断面図
【符号の説明】
１    電子内視鏡
１４  ＣＣＤ（固体撮像素子）
１６  入出力信号線
１７  金属製網状管（第１のシールド部材）
２０  第３のシールド部材
２１  第２のシールド部材
２４  患者回路（信号処理手段）
２５  基準電位

【図３】 【図４】 【図５】
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